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火災ゼロを目指し，決意新たに出初式


成人式で参加者を祝福する桜木町長 徳島駅伝ゴール目指し力走する高木選手

町民のうごき

世帯数 1，975，戸・人口 男 3，903女 4，041計 7，944 (昭和59年12月31日現在)

出生男 2女 3計 5・死亡男 4女 01計4・転入男 7女12計 19・転出男 4女 8計 12(昭和59年 12月中)

広報かつうら 2月号=176・昭和同年  2月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854)2 -2511 (代)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
町民のうごき
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O昭和60年度 住民税申告相談日程表

税
の
申
告
は
忘
れ
ず
に


住
民
税
の
申
告

期
限 
2
月
四
日 
j
3月
日
日

昭
和
六
十
年
度
住
民
税
(
県
町

民
税
)
の
申
告
受
け
付
け
と
納
税

相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
必
ず
期
限
内
に
済
ま
せ
て
く
だ

去、ぃ。申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
昭
和

五
十
九
年
中
(
一
月

一
日
か
ら

十
二
月
三
十

一
日
ま
で
)
に
所

得
の
あ
っ
た
人
で
、
所
得
税
の

申
告
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
会
計
帳
簿
、
収
支
の
証

拠
書
類
、
生
命
保
険
料
等
の
払
込

証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
、
医
療
費

領
収
書
、
そ
の
他
申
告
に
必
要
な

書
類
。注

意
徳
島
税
務
署
か
ら
所
得
申
告

(
納
税
相
談
)
に
つ
い
て
呼
び
出
し

を
受
け
た
か
た
は
、
指
定
さ
れ
た

期
日
、
時
刻
、
場
所
を
確
認
の
う

え
必
ず
申
告
し
て
く
だ
き
い
。

な
お
、
期
限
内
に
申
告
さ
れ
な

い
と
き
は
、
税
務
署
や
町
に
お
い

て
所
得
を
決
定
し
ま
す
が
こ
の
場

合
諸
控
除
が
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た

不
申
告
加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
必
ず
期
限
内
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。 

所
得
税
の
申
告

正
し
く
、
お
早
め
巳

昭
和
五
十
九
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら

受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
巾
告
を
し
な
か
っ
た
り
、

間
違
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す

と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る

だ
け
て
な
く
、
不
足
税
額
の

一 

パ
ー
セ
ン
ト
又
は
五
パ
ー
セ
ン
ト

相
当
額
の
加
算
税
が
課
き
れ
、
そ

の
上
に
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

一
島
健
一

一
徳
駅
一

O

2
月
同
日
か
ら
受
付

た
、
不
正
な
行
為
で
税
を
免
れ
て

い
た
場
合
に
は
、
普
通
よ
り
重
い

重
加
算
税
が
課
さ
れ
ま
す
。

昨
年

一
年
間
の
所
得
と
税
額
を

正
し
く
計
算
し
お
早
目
に
申
告
と

納
税
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
、
そ
の
他
わ
か
り
に
く

い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り

の
税
務
相
談
室
又
は
、
税
務
署
で

お
尋
ね
く
だ
き
い
。

郡
優
秀
選
手
賞
に

押
栗
・
高
田
・
高
木
の 
3
選
手

ご
戸
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

か
か
ら
な
か
っ
た
人

給
与
所
得
者
で
昨
年
中
に
給

与
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

OO O O
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

昭
和
六
十
年

一
月

一
日
現
在

に
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

給
与
所
得
の
み
で
、
雇
一
主
か


ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が


あ
っ
た
人


青
色
事
業
主
(
青
色
決
算
書

を
提
出
さ
れ
た
人
)

月、日� (曜日� )該当地区 場 所 時 問� 

2 . 19(刈 久 国� l町役場 �  2階
午前� 9時から

午後� 4時まで� 

20休)棚 野� " " 
21休) 生 名� " " 
22幽 坂 本� 

|日消防詰所�  

" (水泳プール横) 

25(月)坂 本 ③坂本事業所� " 
26(刈 与川内 ⑮ 与川内"�  " 
28附 横� 1頼 勝浦町農協�  " 

3. 1樹 中 山 中山公会堂�  " 
4 (月) 星 谷 星穴"0'八ムムE 主""主・ 11 

5 (刈 中 角 農村婦人の家� " 
7休) 今 山 今山センタ� " 
8幽 黒 右山 勝浦会館�  " 
1l(月) 山 西 掛 生比 奈 良 協 �  " 
12(火)� m江、石原 石原センター� " 
13休) 全 町 町役場�  2階� " 
14(ね� " 
15幽� " 

" " 

" " 

管
島
の
新
春
を
飾
る
第
三
十
回

徳
島
駅
伝
大
会
は
、

一
月
四
日
か

ら
六
日
ま
で
の
三
日
間
県
内
三
十

九
区
間
二
八

0
・
一
キ
ロ
に
わ
た

り
、
幾
多
の
ド
ラ
マ
と
熱
戦
を
展

開
し
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

勝
浦
郡
は
、
選
手
全
員
が
全
力

を
注
ぎ
健
闘
し
ま
し
た
が
、
目
標

は
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
、
上
位
進
出
を
果
す
た
め
に
は

中
学
生

・
高
校
生
の
若
い
力
に
期

待
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
強
化
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。

地
味
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
走

る
喜
び
の
輪
を
町
民
に
広
げ
、
着

実
に
将
来
を
展
望
し
た
い
も
の
で

す。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
大

会
に
際
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
関
係
者
の
か
た
が
た
を
は
じ

め
、
ご
声
援
く
だ
き
い
ま
し
た
町

民
の
皆
様
に
厚
く
お
札
巾
し
上
げ

ま
す
。

郡
優
秀
選
手
賞

押
栗
義
衛
(
中
野
鉄
工 
)

高
田
宏
幸 

(大
西
商
庖
)

高
木
雅
子
(
鳴
門
高
)
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込ヌう

間
同
和
教
宮
門
惟
進

協
議
会
で
は
同
和
啓

発
の
た
め
に
毎
年
地

区
懇
談
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
あ
と

三
年
間
の
地
域
改
善

対
策
事
業
特
別
措
置

法
の
期
間
内
に
出
来

る
だ
け
多
く
の
住
民

に
同
和
問
題
に
対
す

高
額
療
養
費
の
制
度
と
は
、

一

か
月 
(月
の

一
日
か
ら
末
日
ま
で 
)

に
、

一つ
の
病
院
や
診
療
所
な
ど

へ
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
が
五
万

一
千
円 

(町
民
税
非
課
税
世
帝
は

三
万
円
)
を
超
え
た
場
合
、
そ
の

超
、
え
た
額
を
国
民
他
康
保
険
か
ら

払
い
も
ど
さ
れ
る
制
度
で
す
。

昭
和
五
十
九
年
十
月

一
日
か
ら


は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
新
し
く


改
正
さ
れ
ま
し
た
。


①

同	

一
世
情
で
三
万
円
以
上
の

医
療
賀
を
支
払
っ
た
人
が
二
人

以
上
い
る
場
合
は
、
そ
の
超
え

た
額
を
ム
目算
し
て
、
五
万

一
千

円 

(町
民
税
非
課
税
世
帯
は
三

万
円
)
を
超
、
え
た
繍
が
払
い
も

ど
さ
れ
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
す
た
め
に

f 力日と し続情たく す心人る防
;いもし住てけでみ、しるに権差害人  
7た早て民おな今、悪か努、を別者惇

三い、一りけ後意質し力明無を
き部真人まれま識な現をる悦な人識

:た落会IJー すは、すが差在重いしく惟を
;ぃ差に人 なま多別もね町たし差日

と別取が らすく落差てづ郎 、可Ij同
ー忠のり自 な啓出書別いく洛中なし
' い 解 組 分 い発てきのま り差でどて�  
f ま消みの と活いや壁す会 別 もあ男�  
;てに 、問 痛動る、は 。柔 を最ら女�  

υ 努一題 感を現ね厚 現中もゆ

約
三

盟
の
会
員
が
現
在
二 

名
で
活

例� | 同一世帯

主医療費:20巧円� 

|7割( 14万円)国民健康保険支払額� 13割( 6万円)主の支払額 主の支払額6万円� | 合算対象� 

妻医 療費15万円� 6万円+4.5万円-5.1万円� 

|7割(10，5万円)国民健康保険支払額 1 3割(4，5万円)妻の支払額 妻の支払額4.5万円 =5.4万円� /高官賭養費として1 

長男医療費5万円� 
;ムいもどされる客員

!?割(3，5万円)国民健康慨支払額 13割(1間)長男の封ム額� | 長男の支払額1.5万円 対象外

O
O

O
O

旧
軍
人
軍
属
等

恩
給
欠
格
者
に

対
す
る
実
情
調
査

る
正
し
い
理
解
と
実
践
を
お
願
い

す
る
た
め
に
町
内
の
区
を
三
つ
に

分
け
て
重
点
啓
発
区
と
し
て
指
定

し
、本
年
度
は
坂
本
、
中
山
、
久
園
、

星
谷
、沼
江
区
で
、十
戸
平
均
の
小

範
閣
で
五
十
七
会
場
を
実
施
し
、

多
く
の
出
席
者
が
研
修
を
-
受
け
て

く
れ
ま
し
た。

他
の
区
で
も
、

一

回
は
地
区
懇
を
聞
い
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
を
し
て
お
り
ま
す
。 

②	

同

一
世
帯
で
、
十
二
か
月
以

内
に
四
回
以
上
高
傾
療
養
費
の

支
給
を
受
け
た
場
合
は
、
四
回

目
か
ら
は
三
万
円 

(町
民
税
非

課
税
世
帯
は
二
万

一
千
円 
)
を

超
之
た
額
が
払
い
も
ど
さ
れ
ま

す
。

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、

町
役

高
額
療
養
費
制
度
ぎ
り
一に
充
実 
(

③
特
定
の
病
気
(
血
友
病
、
人

工
透
析
を
行
7
必
要
の
あ
る
慢

性
腎
不
全
等
で
認
定
を
受
け
て

い
る
人 
)
で
、
長
期
間
の
治
療

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
は
、

一
か
月
に
支
払
っ
た
医

療
代
が

一
万
円
を
超
、
え
た
場
介
、

に
つ
い
て

国
は
、
戦
後
処
理
問
題
で
昭
和 

ω走
民
予
算
に
一
億
五
七 

万

O
O

円
の
調
査
費
を
計
上
す
る
こ
と
に

決
定
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、

旧
軍
人
軍
属
等

恩
給
欠
格
者
及
び
シ
ベ
リ
ア
抑
留

関
係
者
等
に
対
し
て

一
、
救
済
の

た
め
の
基
金
の
性
格
や
事
業
を
検

討
し
、

二
、

一
部
対
象
者
の
実
情 
'

調
査

そ
の
超
、
え
た
額
が
払
い
も
ど
さ

れ
ま
す
。 

※

五
万

一
千
円 

(

三
、
対
象
者
の
名
簿
作
成

町
民
税
非

な
ど
検
討
調
査
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

課
税
世
帯
は
三
万
円 
)
を
超

え
る
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
領
収
書
と
印

勝
浦
町
に
お
け
る
対
象
者
は
、

名
で
あ
り
、
思
欠
者
連

動
を
続
け
て
お
り
、
今
後
こ
れ
ら

改
悪
日

の
関
係
者
に
対
す
る
救
済
展
望
が

開
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

場
税
務
保
険
課
で
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

※

保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら

な
い
差
傾
ベ
ッ
ド
代
(
部
屋

代
)
等
は
、
高
領
療
養
費
の

計
算
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
係

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
同和啓発にご協力を

MUS04
テキストボックス
高額医療費制度さらに充実（改正）
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一
、
は
じ
め
に

こうすれば十万うんしゅうの隔年結果は防げる

昭
和
二
十
八
年
に

暖
地
用
貯
蔵
み
か
ん

と
し
て
登
録
さ
れ
た

十
万
う
ん
し
ゅ
う
は
、

本
町
に
お
い
て
は
当

初
極
く
熱
心
な
農
家

が
少
し
ば
か
り
柄
、
え

付
け
を
行
な
い
、
「
試

作
」
の
域
を
出
な
か

っ
た
が
、
昭
和
三
十

八
年
一
月
の
極
東
大

寒
波
の
被
害
か
ら
、

小
葉
形
で
耐
寒
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
な

ど
か
ら
、
関
心
が
急

激
に
高
ま
っ
た
。

県
下
各
地
に
散
在

す
る
十
万
に
対
す
る

現
地
検
討
会
や
、
将

来
に
対
す
る
問
題
点

な
ど
が
熱
心
に
討
議

さ
れ
た
末
、
昭
和
四

十
二
年
に
県
奨
励
系

統
と
し
て
採
択
さ
れ
、

積
僅
的
に
増
植
推
進

が
行
わ
れ
た
が
、
当

時
は
ま
だ
み
か
ん
全

盛
期
で
ユ
ズ
合
う
ん

し
ゅ
う
み
か
ん
が
健

布
で
あ
っ
た
本
町
で

は
改
梢
等
は
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
ず
、
ま
た
隔
年
結
果
性

が
強
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
栽
培
面
積
は
ほ
と
ん
ど
増
加
し

な
か

っ
た
。

き
て
、
本
町
に
は
果
樹
研
究
会

と
い
う
組
織
が
あ
り
、
役
員
の
先

進
地
研
修
で
昭
和
五
十
六
年
八
月

八
日
、
佐
那
河
内
果
樹
研
究
会
を

訪
れ
勉
強
を
行
っ
た
が
、
こ
の
と

き
は
じ
め
て
「
十
万
う
ん
し
ゅ
う

を
毎
年
五
1
六
ト
ン
も
収
機
し
て

い
る
篤
農
家
が
愛
媛
県
松
山
市
に

あ
り
、
そ
の
方
は
野
本
忠
良
き
ん

と
い
う
人
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の

方
に
教
え
を
受
け
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
を
佐
那
河
内
果
研
の
代
表

の
方
か
ら
お
話
を
聞
き
及
び
、
こ

の
と
き
以
降
果
樹
研
究
会
は
勿
論
、

町
を
あ
げ
て
本
格
的
に
十
万
、
つ
ん

し
ゅ
う
の
こ
と
に
つ
い
て
勉
強
を

す
る
体
制
を
と
っ
た
訳
で
あ
り
ま

す。
そ
し
て
早
く
も

一
ヶ
月
後
の
九

月
十

一
日
に
本
町
果
研
は
パ
ス
二

台
で
野
本
先
生
の
畑
を
訪
れ
第
一

回
目
の
勉
強
を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
後
熱
心
に
研
究
す
る
グ
ル

ー
プ
や
個
人
が
現
れ
、
勝
浦
町
農

協
管
内
で
は
「
十
万
部
会
」
ま
で
も

結
成
せ
ら
れ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に

心
強
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
隔
年
結
果
に
対
す
る
不

安
は
全
く
消
え
た
訳
で
は
な
い
の
恥

で
、
以
下
野
本
先
生
の
お
話
し
、
別

巣
樹
試
験
場
の
先
生
の
解
説
、
ま

い 

た
町
の
指
導
班
(
普
及
所
、
農
協
、

'
力
取 

町
で
組
織
)
が
行
っ
て
い
る
現
地

で
の
試
験
の
注
中
梓
過
等
を
踏
え
、

十
万
の
特
性
と
今
、
た
ち
ま
ち
何

歩
』
す
べ
き
か
に
つ
い
て
略
述
し
ま

す
。

u
h

し
、
収
量
は
多
い
が
隔
年
結
果
性

、。
h
b

恨
は
浅
く
繊
細
で
肥
料
に
敏
感

oで
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
特
性
か
ら
適
地

の
選
定
、
土
壌
管
理
、
施
肥
、
野

定
、
摘
果
は
こ
れ
ら
特
性
を
考
慮

し
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ム
適
地
選
定

日
照
量
多
く
、
標
高
は
海
抜
二

百
メ
ー
ト
ル
以
下
、
耕
土
深
く
排

水
良
好
な
園
地
で
あ
る
こ
と
。

ム
土
獲
管
理

化
学
肥
料
ば
か
り
に
頼
る
こ
と

な
く
、
有
機
質
の
施
用
を
行
な
い
、

強
酸
性
土
壌
の
改
善
、
深
耕
、
中

耕
、
除
草
を
怠
り
な
く
行
う
。

ム

施

肥

一
般
的
に
は
別
表
①
の
よ
う
な

こ
と
が
い
え
ま
す
。

ム
整
枝
、
現
定

め
隔
年
結
果
を
矯
正
中
は
原
則
と

し
て
勢
定
は
し
な
い
。

@
省
植
に
な
ら
な
い
よ
う
独
立
樹

状
態
と
す
る
こ
と
。

。
連
年
結
果
性
と
な
っ
て
も
間
引

き
勢
定
を
主
体
に
行
い
、
切
る
校

は
五
年
生
以
上
の
枚
で
あ
っ
て
、

し
か
も
他
の
枚
の
じ
ゃ
ま
に
な
る

枝
の
み
を
前
内
定
す
る
こ
と
。

ム

摘

果

包
附
年
結
果
樹
で
は
樹
高
%
以
下

の
部
分
で
直
径
二
1
三
仰
の
枝
を

一一、
十
万
う
ん
し
ゅ
う

の
特
性
は

ま
ず
本
系
統
の
特
性
を
熟
知
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

樹
勢
が
強
く
、
業
数
が
多
く
節

聞
が
一知
い
。
業
は
小
さ
く
薄
く
、

耐
実
、
性
は
他
の
系
統
に
比
べ
強
い

ほ、
 

7
で
あ
る
。

果
実
は
一
周
平
大
果
で
玉
揃
い
が

良
い
。
果
汁
濃
厚
で
味
が
良
い
。

O O
着
色
は
遅
い
。
果
皮
は
や
や
粗

い
。
果
実
の
発
育
は
後
期
の
発
育

が
旺
盛
で
あ
る
。 

O
生
理
落
下
が
六
月
中
旬
に
集
中

各
種
条
件
の
ち
が
い
に
よ
る

施
肥
量
の
多
少

単
位
と
し
、
校
別
摘
果
を
行
う
。

了民 目 条 f'lー 施ijEの多少

耕土の深さ� 
深 も、

i支 L、� 
少� ijE 

。~ ijE 

'性了仁
料i1立土

砂草壁土

少� IJE 

。~ !杷

日開設
少 し、

多 L、� 
少� IJE 

多� IIE 

乾燥の段皮
少� L、

し、
少 肥

多� l肥

白
出
制
高
対
以
上
の
部
分
は
九
月
中

旬
以
降
に
行
、
つ

0 

0
連
年
結
果
樹
は
最
終
的
に
、
健

全
業
四
十
枚
に

一
果
と
す
る
。

以
上
が
そ
れ
ぞ
れ
各
作
業
の
要

点
で
あ
り
ま
す
。

以
下
に
記
す
①
1
⑤
に
つ
い
て

必
ら
ず
実
行
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
手
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
む
つ
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
が
で
き
な
け
れ
ば

「隔

年
結
果
の
カ
ベ
」
か
ら
脱
出
す
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

①
正
確
な
面
積
と
植
え
付
け
本
数

を
知
る

十
ア
ー
ル
当
り
の
施
肥
量
と
か


収
量
と
い
っ
て
も
正
し
い
こ
と
を


知
ら
ね
ば
全
く
無
駄
で
す
。


簡
単
な
方
法
で
良
い
か
ら
各
団


地
ご
と
の
計
測
を
行
い
、
本
数
を


把
握
し
て
お
く
。


②
禽
植
の
増
加
を
図
る


か
つ
て
の
み
か
ん
ブ
ー
ム
の
時


代
を
想
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。


山
野
草
や
稲
ワ
ラ
等
が
充
分
に

畑
に
人
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
出
来
る
限
り
多
く
投
入
し
て
く

なも
い行今
ニわ年
とねど
ばう
なし
らて

¥』

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
十万うんしゅうの特性は

MUS04
テキストボックス
今年どうしても行わなければならないこと
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5llj表②

成木圏10アール当りの施肥量(成分量単位匂)

一〉� 

f¥ 

だ
さ
い
。
ま
た
十
ア
ー
ル
当
り
鶏

フ
ン
を
四
百 

五
百
均
を
二
月
中

l

旬
頃
ま
で
に
施
用
す
る
。

③
施
肥
の
適
正
化
を
図
る

当
初
の
指
導
は
十
万
は
樹
勢
が

強
く
、
吸
肥
力
も
強
い
の
で
少
肥

栽
培
で
良
い
と
い
う
誤
っ
た
考
え

方
で
あ
っ
た
た
め
、
ま
す
ま
す
隔

年
結
果
性
を
助
長
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
後
各
地
の
現
地
圃
場
の
試

験
結
果
や
、
野
本
先
生
の
体
験
等

か
ら
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
本
町
で

は
表
年
の
本
年
は

一
般
的
に
は
別

表
②
の
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

(
詳
細
あ
な
た
の
園
の
こ
と
に
つ

い
て
は
技
術
買
に
ご
相
談
く
だ
さ

l時 期
少肥に相当する畑 多肥に相当する畑

fiiij 考� 
チyソ� 1);'サンカリ チッソリメナンカ リ� 

春� 
2月下旬� 5.0 3.0 4.0 8.0 4.8 6.4 11少 1".畑・多肥

畑いずれに相

当するかは別� 

表①を参!聞の

こと� 

3月下旬� 5.0 3.0 4.0 8.0 4.8 6.4 

夏� 6月下旬� 10.0 6.0 8.0 14.0 8.4 11.2 

秋
9月上司� 6目。3.6 4.8 100. 6.0 8.0 

11月中旬� 10.0 6.0 8.0 10.0 6.0 0.8

言十� 36.0 21.6 28.8 50.0 30.0 40.0 

さ
ら
に
別
表
②
を
「
か
つ
ら
み

か
ん
配
合
目

1
6
1
8」
を
使
用

す
る
と
す
れ
ば
各
時
期
別
の
使
用

袋
数
は
別
表
③
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

(
他
の
肥
料
を
使
う
と
き

は
別
表
②
か
ら
計
算
し
て
求
め
て

く
だ
さ
い
。)

指
導
班
に
お
い
て
町
内
二
ケ
所

で
調
査
し
て
い
る
試
験
畑
で
は
、

五
十
八
、
五
十
九
年
ム
度
と
も
多
肥

の
試
験
区
の
方
が
収
量
が
多
く
、

不
作
で
あ
っ
た
昨
年
で
さ
え
、
反

当
換
算
で 
4
t
以
上
の
収
量
を
あ

げ
て
お
り
、
「
不
作
」
で
は
な
か
っ

た
訳
で
あ
り
ま
す
。

(
但
し
品
質

商
で
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。)

④
摘
果
は
早
目
に
、
そ
し
て
正
確

町
内
で
行
っ
て
い
る
試
験
畑
で

五
十
八
年
(
豊
作
年
)
に
太
さ
三 
i

単
位
で
の
校
別
全
摘
果
を
行

m
五っ

て
い
た
木
で
は
五
十
九
年
(
不

作
年
)
に
す
そ
枝
を
中
心
に
か
な

り
の
成
り
を
示
し
て
お
り
「
摘
果

が
隔
年
結
果
の
矯
正
に
よ
く
効
く
」

こ
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
お
く
れ
な
い
よ
う

早
目
に
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
そ
の
や
り
方
な
樹
高
の
%

以
下
の
部
位
で
直
径
二
1
三
叩
の

枚
を

一
単
位
と
し
、
交
互
に
全
摘

果
を
行
、
っ
。

別表③ 

「かつらみかん配合� 10-6 - 8" 


を使っ たと患の使用袋敏

時期 少肥相当畑 多!1'.相当畑� 

春� 
2月下旬� 3 4 

3月下旬� 2 4 

夏� 6月下旬� 5 7 

秋� 
9月上旬� 3 5 

II月中旬� 5 5 

百十 18 26

結
果
さ
せ
る
枝
は
無
摘
果
と
す

る
。
樹
高
の 

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
園
改
植
事
業
は

お

早

目

に

本
年
度
か
ら
「
か
ん
き
つ
産
地

再
編
強
備
特
別
対
策
事
業
」
と
い

う
名
前
で
行
な
わ
れ
て
い
る
、
み

か
ん
閣
の
改
植
事
台
市
は
昭
和
六
十

一
年
度
ま
で
引
き
つ
づ
き
行
な
わ

れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
本
町

に
お
い
て
は
本
年
度
勝
浦
町
農
協

管
内
で
約
七
凶
、
生
比
奈
農
協
管

内
で
約
五
出
、
合
計
約
十
二 

に
h

お
い
て
行
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。

本
事
業
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て

お
り
ま
す
農
家
の
方
は
既
に
作
業

を
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
ま
だ
着
手
さ
れ
て
い
な

い
方
は
大
急
ぎ
で
準
備
を
始
め
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
高
楼
事
業
を
さ
れ
る
方

は
接
木
の
適
期
が
三
月
下
旬
か
ら

で
す
の
で
、
穂
木
の
採
取
は
三
月

中
旬
ま
で
に
行
な
い
、
乾
燥
し
な

い
よ
う
、
オ
ガ
ク
ズ
等
で
保
管
を

し
て
く
だ
さ
い
。
作
業
を
接
木
師

に
依
頼
す
る
と
き
は
早
目
に
申
し

込
み
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
己
負
担
金
の
振
り
込

み
は
農
協
か
ら
指
示
が
あ
れ
ば
す

み
や
か
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

勝浦土地改良区からお知らせ

昭 和59年度畑総農道賦課金

(負担金)の徴収について

1.賦課金通知書発送

昭和60年� 2月1日� 

2 .納付期限

昭和60年� 3月5日まで� 

3 .納付方法

勝浦土地改良区事務局まで持参するか、勝

浦町農協、生比奈農協、阿波銀行勝浦支居の

勝浦土地改良区預金口座に振り込んで、ください。� 

4.注意

納付期限を過ぎて納付すれば督促手数料と

年14.6%の延滞金を徴収します。

なお、本年度分から滞納者を出した地区は

関係者全員に0.5%(残元金の)を連帯責任と

して徴収する予定です。

vn以
上
の
部
位
の
立

ち
枝
や
夏
秋
梢
に
結
実
し
て
い
る

も
の
は
枝
先
を
下
げ
る
た
め
と
、

夏
秋
梢
発
生
予
防
の
た
め
摘
果
し

な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

⑤
防
除
と
土
曜
吹
管
理

他
の
系
統
の
み
か
ん
と
ほ
と
ん

ど
同
じ
管
理
で
栽
培
指
針
ど
お
り

と
す
る
。

四

お
わ
り
に

ま
だ
ま
だ
説
明
し
た
い
こ
と
は

数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
次
の
機
会

に
ゆ
ず
り
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
三
の
項
の
①
1
⑤

を
完
全
に
実
摘
し
て
く
だ
き
い
。

こ
の
う
ち

一
つ
で
も
欠
け
る
と

「
連
年
結
果
体
制
」
に
は
な
り
ま
せ

ん
。よ

く
読
め
ば
目
あ
た
ら
し
い
こ

と
や
、
む
つ
か
し
い
こ
と
は
何
も

あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
か
ら
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
「
実
行
」
す
れ
ば
良

い
だ
け
で
あ
り
ま
す
。 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
うんしゅうみかん園改植事業はお早目に
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私
が
、
税
金
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
こ
と
と
い
、
え
ば
、
お
金
を
国

に
お
さ
め
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
税
金
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
資
料
を
用
意

し
て
き
が
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
わ
か

っ
た
こ
と

は
、
私
た
ち
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
活
動
と
離
れ
て
、
生
活
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、

警
察
や
消
防
が
な
け
れ
ば
、
非
常

に
固
ま
る
し
、
道
路
や
水
道
な
ど

は
毎
日
の
生
活
に
ど
う
し
て
も
必

要
で
す
。
国
や
地
方
公
共
団
体
が
、

そ
の
よ
、
つ
な
活
動
や
エ
ヲ
る
た
め
に

は
た
く
き
ん
の
資
金
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
の
資
金
は
、
国
民
み

ん
な
で
出
し
合
っ
て
負
担
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
税
金
な
の
で
す
。

次
に
、
税
金
の
使
い
み
ち
と
、

固
と
地
方
の
役
割
に
つ
い
て
考
、
え

て
み
ま
し
た
。
国
民
生
活
を
豊
か

で
安
定
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
税
金
な

ど
の
財
源
を
も
と
に
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
面
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

固
と
地
方
公
共
団
体
の
役
割
の
分

担
は
、
そ
の
性
格
や
、
規
模
な
ど

に
よ

っ
て
、
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
は
、
司
法
、
外
交
国
防
な
ど
を

は
じ
め
経
済
政
策
、
産
業
政
策
な

ど
国
家
的
見
地
か
ら
行
う
、
副
広

い
行
政
活
動
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
方
公
共
団
体
は
、
主
と

し
て
警
察
、
消
防
、
教
育
、
環
境

衛
生
、
上
下
水
道
な
ど
地
域
住
民

の
生
活
環
境
や
、
福
祉
を
中
心
に
、

日
常
生
活
と
密
着
し
た
行
政
活
動

を
分
担
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
は
こ
の
よ
う
な
地
方

公
共
団
体
の
活
動
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
地
方
交
付
税
交
付

金
や
国
庫
支
出
金
を
支
出
し
て
地

方
財
政
の
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
国
民
の
健
康
や
生
活

を
守
る
た
め
に
も
大
き
な
役
割
り

を
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
社
会
保

障
に
は
、
社
会
保
険
、
社
会
福
祉
、

生
活
保
護
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。
社
会
保
険
に
は
、
医
療
保
険

と
年
金
保
険
が
あ
り
ま
す
。
医
療

保
険
は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
、
{
女
い
費
用
で
十
分
な
治
療
が

受
け
れ
る
た
め
の
制
度
で
す
。
年 

中
学
生
の

一
J
A

税
隠
闘
章
吾
作
支

¥t  

税金について

勝浦中学校� 
3 年

早 川 公美子 県佳作
カ、り

な
ど
の
扶
助
を
行
っ
た
り
し
て
い
場
税
、
物
品
税
、
酒
税
、
砂
糖
税

ま
す
。

そ
れ
に
、
我
が
固
で
は
小
学
校
ま
で
税
金
が
、
か
か

っ
て
い
る
の

と
中
学
校
の 
9
年
間
の
聞
は
、
義
に
は
ほ
ん
と
う
に
び
っ
く
り
し
ま

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
最
低
賃
金

徳
島
県
の
最
低
賃
金
が
、
別
表

八
八
六
|
二
二
|
入

二二
八

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

「徳
島
県
最
侃
貢
金
」
は
、
県

内
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

食
料
品
製
造
業
な
ど
八
つ
の
産


業
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
産
業
別


最
低
賃
金
」
と

「徳
島
県
最
低
賃


金
」
が
同
時
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、


こ
の
場
合
に
は
、
ど
ち
ら
か
高
い


額
の
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。


ま
た
、
産
業
に
よ
っ
て
は
、
軽


作
業
等
に
従
事
す
る
業
務
に
よ
っ


て
、
下
段
の
最
侃
賃
金
額
が
適
用


さ
れ
ま
す
。


く
わ
し
い
こ
と
は
、
徳
島
労
働

基
準
局
賃
金
課
か
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

O

場
に
あ
る
人
が
、
自
立
し
て
社
会
こ
う
い

っ
た
よ
う
に
、
税
金
は
、

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
援
助
す
る
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
大
き
く

も
の
で
、
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
所
、
役
立

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま

心
身
障
害
者
な
ど
社
会
福
祉
施
設
し
た
。
そ
し
て
、
税
金
の
種
類
も

を
拡
充
し
た
り
、
生
活
に
困
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
で
、
所
得
税
、

い
る
人
の
た
め
に
生
活
費
や
住
宅
法
人
税
、
相
続
税
、
贈
与
税
、
入

金
保
険
は
、
老
後
も
安
心
し
て
生
務
整
百
と
し
て
だ
れ
も
が
、
教
育

活
で
き
る
た
め
の
制
度
で
、
国
民
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
が
あ
り
ま
公
共
の
小
・
中
学
校
の
先
生
の
給

す
。
医
療
保
険
、
年
金
保
険
と
も
料
、
校
舎
の
建
設
、
学
校
の
給
食

国
民
の
す
べ
て
が
加
入
し
て
い
ま
設
備
な
ど
の
費
用
は
、
固
と
都
道

す
。
ま
た
社
会
福
祉
や
生
活
保
護
府
県
、
市
町
村
で
、
分
担
し
て
い

は
、
杜
会
的
、
経
済
的
に
弱
い
立
ま
す
。

徳島県の最低賃金
し、。 と

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
砂
糖
に

徳
島
労
働
基
準
局

最低賃金の件名 最 低 賃 金額 実施年月日

徳島県� l日3，103円(1時間388円)� 59，10. 1 

食料品製造業� 
l日3，642円(1時間456円� ) 
l日3，124円(1時間� 391円� )

59.12.31 

繊維産業�  
1日3，372円(1時間422円)� 
l日3.113円� ( 1時間� 390円)

59.12 .29 

木材・木製品� 

家造具業装備品製� 
1日3，685円II時間461円� )
1日3.212円� ( 1時間402円� ) 

59.12 .29 

出版 ・印刷 ・� 
同関連産業

1日3，537円� ( 1時間� 443円� ) 59.12.29 

窯業 ・土石製� 
品製造業� 

l日3，800円� ( 1時間475円� ) 
1日3，441円� ( 1時間� 431阿� )

59 .12.29 

機械金属製品� 
等製造業� 

l日3，674円� ( 1時間� 460円)� 
l日3，345円� ( 1時間� 419円� )

59 .12 .29 

自動車整備業� l日3.543円� ( 1時間443円� ) 59.12 .29 

卸売業・小売業� 

飲食厨� 

l日3，493円(1時間437円� ) 

1日3，165円� ( 1時間396円� )
59 .12.29 

し
た
。

今
ま
で
の
私
は
、
税
金
と
い
え

ば、

「も
っ
た
い
な
い
の
に
お
さ

め
ん
で
も
い
い
ん
で
な
い
ん
」。
と

か
思
っ
て
い
ま
し
た
。
け
ど
今
ま

で
は
、
税
金
と
い
う
の
は
、
私
た

ち
に
も
、
本
当
は
、
と
っ
て
も
大

切
な
こ
と
で
、
税
金
を
、
私
た
ち

の
親
が
お
さ
め
て
い
る
か
ら
、
学

校
も
た
て
れ
た
り
、
道
路
も
つ
く

れ
た
り
出
来
る
ん
だ
な
あ
と
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
自
分
が
大
人
に
な
っ


て
、
税
金
を
お
さ
め
る
時
に
は


き
ち
ん
と
税
金
が
お
さ
め
ら
れ
る


大
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま


す
。
徳

島
労
働
基
準
局

八
八
六
五
二

九
一
四
一

徳
島
労
働
基
準
監
督
署

O

、、ー'
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スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
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お
め
で
と
う

晴
れ
の
表
彰
者

森
本
治
幸
、
坂
部
官
存
，
(
第
二
分

雄
、
山
本
和
夫
(
第
九
分
団
)
戸

団
)
吉
野
恭
史
、
武
田
恵
三
、
平

川
茂

一
(
本
部
機
動
隊
)

山
寿
仁

(
第
三
分
団
)
前
田
幸
三

(
第
四
分
団
)
小
坂
武
美
、
敏
鎌

よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す

一
郎
、
来
、
山
敬

一
(
第
五
分
団 
)

一
月

一
日
付
け
で
次
の
か
た
が

大
西
国
司
、
石
本
善

一
、
吉
平
利

た
が
入
団
さ
れ
ま
し
た
。

雄
、
西
邦

一
(
第
六
分
団
)
大
西

椎
野
和
幸
、
樋
口
満
寿
夫
、
岸

一
司
、
多
国
秀
男
、
尾
花
清
、
林

上
好
男
(
第

一
分
団
)
押
莱
岩
夫

孝
一
(
第
七
分
団
)
梅
山
勝
義
、

樫
本
昌
夫
、
下
村
幸
司
(
第
二
分

瀬
戸
正
彦
、
大
上
功
、
中
野
登
美

団
)
坂
口
孝
夫
、
隠
台
裕
、
丑
若

住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
受
け
付
け

始
ま
る 

住
{
走
五
融
公
庫
で
は
、

一
般
住

命
運
売
住
宅
購
入
資
金
貸
付
け

宅
建
設
資
金
貸
付
け
及
び
建
売
住

(敷
地
の
面
積
が
二
一
五
凶
以

宅
購
入
資
金
貸
付
け
の
五
十
九
年

上
、
住
宅
部
分
の
床
面
積
が

度
第
四
回
目
の
融
資
受
付
け
を
、

七 

凶
以
上

一一
 

O
M
以
下 
)

次
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

・
六
八 

万
円
(
徳
島
市
、

一
、
受
付
期
間

高
松
市
、
松
山
市
、
高
知
市


自
昭
和
六
十
年

一
月
二
十
八

内
の
建
売
住
宅
及
び
敷
地
を


日
(
月
)

購
入
す
る
場
合
。)

  

至
昭
和
六
十
年
二
月
二
十
六

-
五
九 

万
円 
1
五
四 

万


O
OO

O

O

O O

O

日
(火
)	

円
(
上
記
以
外
の
地
域
の
建

二
、
融
資
隈
度
額

売
住
宅
及
び
敷
地
を
購
入
す

②
一
般
住
宅
建
設
資
金
貸
付
け

る
場
合
。)

(
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
八
十	

三
、
利
率


凶
以
上

一一
 

凶
以
下 
) 

当
初
十
年
間
年
五
・
五
%
、


-
五 

万
円
(
徳
品
市
、

十
一
年
目
以
降
七
・

二
%
。

た


高
松
市
、
松
山
市
、

高
知
市

だ
し
、
昭
和
五
十
八
ま
尻
分
の


内
に
建
設
す
る
場
合
。)
 

年
収
が

一
、
0
0
0万
円
(
事


-
四
八 

万
円 

(上
記
以
外

業
所
得
者
等
に
あ
っ
て
は
、
所


の
地
域
に
建
設
す
る
場
合
。
)

得
金
額
が
七
九
五
万
円
)
以
上

英
成
(
第
三
分
団
)
堺
健
司
(
第

四
分
団
)
松
田
正
利
、
野 

洋
一

、

市
原
義
昭
(
第
五
分
団
)
谷
内
敏

文
、
真
木
右
八
、
中
野
清
、
山
下

厳
(
第
六
分
団
)
野
上
博
明
、
田

中
善
和
、
富
本
幸

一
、
出
葉
昌
伸

(
第
七
分
団
)
昨
藤
秀
一
、
宮
本

祥
敬
、
竹
村
幸
、
坪
井
秀
敏
、
櫨

山
伸

一
(
第
九
分
団
)
伊
丹
真
悟

(
本
部
機
動
隊
)

の
方
は
年
七

・
二

%
で
す
。

回
、
返
済
期
間

木
造
、
不
燃
構
造

二
十
五
年
以
内

簡
易
耐
火
構
造三

十
年
以
内

耐
火
構
造 

三
十
五
年
以
内

五
、
返
済
方
法

元
利
均
等
で
毎
月
払
い
又
は

毎
月
払
い
と
六
カ
月
払
い
の
併

用。
六
、
申
込
書
頒
布
場
所
及
び
受
付


場
所
申

込
書
の
頒
布
場
所
及
び
受


付
場
所
は

「
住
宅
金
融
公
庫
業


務
取
扱
庖
」
と
表
示
し
た
銀
行


な
ど
の
金
融
機
関
で
す
。


な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
住

宅
金
融
公
庫
高
松
支
所
住
宅
相

談
所
電
話
高
松 

八
七
八
)

一二

|
七

三
二

番
又
は
「
住

宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
庖
」
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
O

t

昭
和
六
十
年
勝

浦
町
消
防
団
出
初

式
か

一
月
十
五
日

勝
浦
忠
千
校
体
育

館
で
行
わ
れ
、
次

の
か
た
が
た
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。 

※
徳
島
県
知
事
表
彰

(敬
称
略 
)

宮
本
克
久
(
第
二
分
団
)

※
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
賞
瀬
戸
正
彦
、
毎
木
進

(
第
九
分
団
)

精
績
賞
広
野
好
弘

(
第
一
分

団
)
泉
原
徹
、
高
橋
嗣
男
(
第
二

分
団
)
吉
野
恭
史
(
第
三
分
団
)

前
回
幸
三

(
第
四
分
団
) 

※
勝
浦
町
地
方
分
会
長
表
彰

椎
平
重
信
(
第
一
分
団
)
朔
章

一
、
山
本
晴
義
、
森
上
登
、
生
家

道
雄
(
第
二
分
団
)
小
関
敬
和

(第
三
分
団
)
上
回
光
雄
(
第
四

分
団
)
小
山
善
昭
(
第
五
分
団
)

生
田
安
孝 

(第
六
分
団
)
広
田
好

夫
(
第
七
分
団
)
岩
田
強
(
第
八

分
団
)
大
岡
茂
富
(
第
九
分
団
)

前
田
晃
司
(
本
部
機
動
隊
)

※
勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

菅
内
正
男
(
第
一
分
団
)
美
馬

晴
幸
(
第
二
分
団
)
清
水
文
明

(第
三
分
同
)
上
回
善

一
(
第
四

分
間
)
中
西

一
雄 

(第
五
分
団
)

地
行
康
博
(
第
六
分
団
)
柳
岡
義

博 

(第
七
分
団
)
森
野
光
次 

(第

八
分
団
)
上
村
正
実 

(第
九
分
団 
)

玉
置
守
(
本
部
機
動
隊
)

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た

一
月
一
日
付
け
て
次
の
か
た
が

た
か
退
団
さ
れ
ま
し
た
。 

※
勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状

広
野
好
弘
、
東
山
倍
彦
、
構
内

義
明
(
第

一
分
団 
)
阿
部
倍
延
、 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
消防団出初式
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l l

〔ケ� 

横瀬小学校� 

3 ij工� 

l

い
る
と

「市
価
よ
り
高
級
」
な
も

の
を

「必
要
以
上
」
に
購
入
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
後
に
な

っ
て
�
 
η

か
た
り
商
法
ο

だ
と
気
づ

き
、
解
約
や
返
品
を
申
し
出
よ
う

と
連
絡
し
て
も
、
次
の
よ
う
な
理

由
か
ら
、
結
局
、
消
費
者
の
ほ
う

が
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
例
が
多
い

よ
う
で
す
。
�
 

消費者 
  

質問箱 


〔ケ� 

ス
①
〕
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に

「国
で
は
、
消
火
器
の
設
置
を
義

務
づ
け
て
い
る
。
備
え
て
い
な
い

と
、
罰
金
く
ら
い
で
は
治
ま
な
い

数
日
後
、

と
言
わ
れ
、
購
入
し
た
�
 

c

設
置
義
務
は
な
い
こ
と
が
分
か
り

返
品
を
申
し
出
た
が
、
業
者
は
、

現
金
購
入
を
理
由
に
応
じ
な
い
。

ス
②
〕
引
っ
越
し
て
一一一か

難
�
 商
品
を
受
け
取
り
、
代
金
を

金
や
寄
付
を
強
制
さ
れ
る
例
も
あ

全
額
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
ク
ー

り
ま
す
。

V
リ
ン
グ
オ
フ
�
 (
一
定
期
間
内
な
ら

皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
絶
大
な

こ
協
力
に
よ
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
金

解
約
で
さ
る
こ
と
)
は
適
用
さ
れ

な
い
�
 
業
者
が
解
約
に
応
じ
な
い

品
は
有
効
に
使
わ
れ
た
い
も
の
で

V

ー
ー
な
ど
の
た
め
交
渉
期
聞
が
長

す
。

引
き
、
わ
ず
ら
わ
し
き
が
抑
2
9半

購
入
や
募
金
等
を
勧
め
ら
れ
て

L

生こ聖路zVzT ・かだり商法・不正募金・ 重し i安会各
マうや機てやケは方 にかす器す家�  

Lh長携えよ iJZ 不審に思ったら 党L025察
雪雲件費之島26 名をかたる公的機関九に連絡を 誘詰 号与え

¥ー なな つ はけ告かち 設にそ大害
り 業て、たきら ます火ど強設をに訪組 聞 か う 相 あ る け 置 は の切に
に者い消いれ来せる器し調置か装間織やもに談とりわらが、 ーな判
なやま火もてたん悪をてす義たいのか地公、例こまけれ義個 っこす
っセせ器句い 」� 質版 、 る 務 �  1) 、主ら域的あのろせでて務々 ととるν

て I~ の ー まとなな売消なを、名つのの機たよがらはいつの いで備�  

面
�
 必
需
品
で
も
あ
る

H

し
ま
う
こ
と
が
多
い

の
で
す
。

Bν 

と
い
っ

H

不
審
に
思
わ
れ
た
方
は
、
公
的
機

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

関
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
�
 

V
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
�
 虚
偽
の

H

説
明
ψ

は
口
頭
な
の
で
立
証
が
困

こ
の
ほ
か
、

公
的
機
関
で
あ
る

福
祉
事
業
団
体
名
を
か
た
り
、
募

生
花
教
室

手
芸
教
一
亙

踊
り
教
豆

・
勝
浦
同

和
問
題
研
究
会

片 I1J 貴 文

765  
日 日日
休:)~水) (火)

〔ケ
月
ほ
ど
し
た
と
き
、
セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
訪
ね
て
き
て
「
町
会
で
消
火

器
を
販
売
し
て
い
る
。
お
隣
り
も

購
入
し
た
」
と
言
う
の
て
、

一
つ

買
っ
た
。
し
か
し
、
町
会
と
は
関

係
が
な
い
こ
と
が
分
か

っ
た
の
て

解
約
を
申
し
出
た
が
、
応
じ
よ
う

片山貴文くん(横小)の

昭
和
五
十
九

年
度
徳
島
県
教

育
委
員
会
主
催

の
社
会
研
究
選

貨
に
参
加
し
た

片
山
貴
文
く
ん
�
 

(横
瀬
小
学
校

三
年
)が

H

長
者

ケ
原
の
ホ
ウ
レ

ン
草
作
リ
々
と

い
う
テ
ー
マ
で

み
こ
と
県
特
選

に
輝
き
ま
し
た
。

発
表
内
容
は
、
①
土
地
の
広
さ

②
ホ
ウ
レ
ン
草
が
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
理
由
、
市
消
聞
い
て
い
る

人
数
、
⑪
従
っ
て
い
る
機
械
、
⑤

土
地
を
耕
や
し
て
か
ら
ホ
ウ
レ
ン

と
し
な
い
。

草
を
刈
り
取
る
ま
で
、
⑤
ホ
ウ
レ

ン
草
を
刈
り
取
っ
て
か
ら
出
荷
す

る
ま
で
、

⑦
一

年
間
の
仕
事
、
③

雨
よ
け
ハ
ウ
ス
を
使
う
理
由
、
�
 ⑨

ホ
ウ
レ
ン
草
作
り
で
決
っ
て
い
る

こ
と
、
か
ら
な
り
、
貴
文
く
ん
が

夏
休
み
を
利
用
し
て
研
究
し
た
も

ス
③
〕

「消
火
器
の
点
検

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
来
た
」
と

言
う
の
で
、
消
防
署
か
ら
来
た
も

の
と
勘
違
い
し
、
消
火
器
を
購
入

し
て
し
ま
っ
た
。
返
品
し
た
い
。

習
字
暫
歪

着
付
教
室

踊
り
教
室

手
芸
教
室

(
玉
ノ
木

・

五
十
回
公
会
堂
)

初
日
附
生
花
哲
盃

幻
日
嗣
踊
り
教
室

幻
日
出
習
字
教
室

19 14 12 9 
日日日日
(刈休:)(刈仕)

“長者ケ原のホウレン草作り"が県特選

初
日
�
 ω
着
付
教
室

幻
日
附
手
芸
教
室

各哲一日耳
元と
も
午
後
七
時
三
十
分

か
ら
開
講
し
ま
す
。
(
習
字
の
み
七

時
間
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

の
で
す
。

勝
浦
会
館
二
月
行
事
�
 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
相談回答

MUS04
テキストボックス
かたり商法不正募金不審に思ったら名をかたる公的機関などに連絡を
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鳴jく川柳〉

日
溜
り
に
足
な
げ
出
し
て
今
無
欲

大
根
抜
く
ゆ
が
み
し
ま
ま
に
力
添

、え年
加
貝
状
消
え
し
友
の
名
ま
た

一
つ

坂

本

畠

田

久

忠

耕
運
機
ゴ
ム
長
靴
の
疲
れ
た
る

連
絡
道
な
じ
み
の
畑
杭
な
ら
ぶ

若
き
頃
我
慢
の
肩
に
足
と
腰

坂

本

日

浦

翠

峰

来
月
は
な
ん
と
か
な
る
わ
火
の
車

戸
籍
の
窓

ロ
月
刊
日
1

1
月
何
回

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ム
一
字
生
々
り
す
神
の
一

森

下

孝

次

岸
岡
早
百
合

山
本

一
夫

佐

藤

雪

子

加

藤

隆

弘

田
村
久
美
子

お
誕
生
お
め
で
と
う

や
り
く
り
は
母
が
我
が
家
の
金
メ

・

ダ
ル

横

瀬

田

中

久

子

内
臓
の
音
が
支
、
え
る
受
験
の
灯

今
朝
も
ま
だ
お
こ
っ
た
音
を
出
す

厨ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
の
針
忘
れ
て
る

三
ケ
日

横

瀬

中

田

万

里

西
風
に
尾
を
振
っ
て
い
る
風
見
鶏

九
条
は
覚
、
え
て
い
ま
せ
ん
軍
備
増

落
成
式
ど
の
先
生
も
し
た
り
顔

横

瀬

谷

間

卒

山

平
凡
な
暮
し
で
足
り
る
か
っ
ぽ
う

着道
問
、
�
 7
た
人
か
ら
も
ら
、つ
温
か
き

落
ち
つ
い
た
ら
し
い
電
話
の
遠
ざ

か
る

立� 

JI[ 

竹
田
あ
ゆ
み

大
字
国
怜
仕

山

川

主
ヲ
舜
合

優一一� )
長
男
寛
�
 

k
E
h
a

山
下

福

大

静

雲

監

一一
女

裕

太

一

杭

松

村

弘

)

長

男

健

k-

害

実

千

代

」

五
工
登
木
宏
二

←
グ
丸

一二
女

歩

V
h
j

E
J

大
二
一渓
美
馬
正
三
�
 

一毒

消

富

美

良
」一
二

女

希

命

お

く

や

み

申

し

ま

す

李
-添
木
事

小
山

T
A
m
-

大一�
 

場
新
藤

本
煽
叫
川
�
 7
山
陰
中
田

激
石
と
議
士口
が
新
札
の
時
の
貌

初
夢
を
実
家
で
見
て
い
る
母
嬰
草

大
学
生
新
春
も
帰
ら
ぬ
兄
妹

棚

野

太

田

正

平

風
邪
三
日
夫
に
甘
え
て
み
た
く
な

焼
芋
の
味
は
庶
民
に
だ
け
知
ら
れ

生

名

丸

山

香

月

水
道
の
水
が
噛
み
つ
く
午
前
五
時

水
割
り
が
電
詰
を
長
く
長
く
す
る

名
水
の
パ
ッ
ク
が
売
れ
る
街
あ
か

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

転
居
先
で
電
気
を
お
使
い
に
な
る
と
き

電
話
か
「
電
気
使
用
申
込
書
し
の

ハ
刀
キ
で
次
の
こ
と
を
、
も
よ
り

団

の
電
力
会
柱
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

榊

・
佳
所
、
お
名
前
、
需
要
家
番
号
、

問電 墨
絵
学
級

二
月
七
日
�
 
(木
)

一一
月
十
七
日
�
 
(日
)

時
間

午
後
七
時
半
�
 午
後
九

時
半

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

短
叡
学
級

三
月
九
日
�
 
(土
)

月
二
十
六
日
(
火
)

時
間

午
後
一
時
半
�
 

午
後
九
時

題

「
梅
の
花
」

出
詠
締
切
臼

二
月
二
十
日

〈
�
 し
と
開
。
電
気

そ
ろ
そ
ろ
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。
荷
物
の
整
理

ゃ
あ
い
さ
つ
回
り
、
お
子
様
の
転
校
手
続
き
な
ど
、
あ
わ
た
だ
し
く

一一一司担重一一一



玄
関

だ
と
い
。

包
気
を
お
使
い
に
怠
る
と
き
は
、

分
電
態
の
ス
イ
ッ
チ
を
「
入
�
 に

要
事
演
を
記
入
し
て
趣
返
し
て
く

す
る
と
電
気
ガ
つ
き
ま
写
。

L

S
i

q
h
v

l i
す「やて「官� 

一

H

| |

にの か金用�  ※
も 近、 領量需
表〈 岳 収の要
示にニ E
し鮎家」 知番

てつ庭に勺号
あての自己せ は
りい玄被」

まる聞しゃ「

q
ので、

早
自
に
四
国
毎
力
営
業
所
ヘ
次
の

こ
と
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

-
住
所
、
お
名
前
、
需
要
家
番
号
、

転
居
さ
れ
る
日
と
精
錬
に
お
伺

い
す
る
時
刻
、
転
居
先
の
住
所

正お 家

E
.門メい電気
概 lる気ご
」 タほ草ヰ{量

習
字
学
級

二
月

士

百

�

 
(火
)

一一
午
後
七
時
�
 

出
践
は
白
月
七
日
ま
で
�
 
C

三
匂
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

同惜
努
広
夫
さ
ん
(
都
景
〉
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
短
叡
と
交
代

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
句
ぐ
だ

5
1
。

t
L
 

t

行
に
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
�
 げ
ま
す
。

引っ越し時には電気の手続きをお忘れなく 場時
所問

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室
�
 

横

神E

稼
勢

都
且
京

な
り
ま
す
ね
。
そ
こ
で
今
回
は
、

電
気
の
手
続
き
の
お
願
い
と
注
意

点
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

手
続
き
は
お
早
目
に

転
居
さ
れ
る
と
き

お
申
し
出
に
よ
っ
て
、
電
気
を

と
め
る
処
置
や
電
気
料
金
の
精
算

大
7
一漆
正
治
倉
越
�
 

81 

善

意

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
一
�
 

あ
り
が
と
う

ご
"さ
い
ま
し
た

~
ロ
月
刊
日
�
 
l
f
月
間
日

橋

本

寅

雄

さ

ん

�

 
(横

瀬

�

 
)

倉

越

定

男

さ

ん

�

 
(中

山

�

 
)

匿

名

�

 

(横

瀬

)

匿

名

�

 

(中

山

)

以
上
の
か
た
か
ら
社
協
善
意
銀

使
い
始
め
る
巳
時

置
唱
気
を
�
 -C

「
電
気
使
用
申
込
孟
し
は
、
五

関
ド
戸
や
分
骨
同
岡
田
戸
台
所

の
壁
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
，
)

に
つ
り
下
げ
て
い
ま
一
�
 の
て
、
必

(理E初l略〉

-HJ

美 太 子 人

長五 時
吉 郎 二� 

52 65 69 

MUS04
スタンプ
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テキストボックス



i

0)(1う込y

※ 内場と

き

炉
』
-
』
�
 'h

第176号

日
�
 九
月
三
十
日
ま
で

リ

該
当
児
�
 

で〉 つ ら 昭和60年� 2月l日

け
く
だ
さ
い
。

料

金

千
二
百
円

申
込
先

役
場

・
住
思
悔
祉
課

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
三
種
混
合
予
防
接
種

自
分
は
健
康
と
思
っ
て
い
て
も
、

病
状
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
に
自
信
が

あ
る
と
思
っ
て
い
て
も
、
定
期
検

診
で
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
。

。
相
談
内
容

(
血
圧
測
定
、
尿
検

査
、
健
康
相
談
)
 

料

金

無

料

婦
人
ガ

ン
検
診

子
宮
カ
ン
、
乳
ガ
ン
は
三
十
歳

代
か
ら
急
増
し
、
早
期
発
見
す
れ

ば
ほ
と
ん
ど
治
る
病
気
で
す
。
ガ

ン
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
定

期
検
診
が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
機

会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
き
い
。

日

時

i

二
月
二
日
(
土
)

十
二
時
三
十
分
�
 十
四

時
三
十
分O

所

住
思
福
祉
セ
ン
タ
ー

容

・

子
宮
ガ
ン
検
診
(
四

0
0円
)

・
乳
腺
・
甲
状
腺
検
診

円
)

(
二
五

満
七
十
歳
以
上
の
方
は
、
検

診
料
無
料
で
す
。

乳
児
健
康
診
査

一一
月
十
三
日
(
水
)

午
後
一
時
三
十
分
1
三

時勝
浦
病
院

昭
和
五
十
九
年
六
月

一

※ 

に
生
れ
た
子
。

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

ν$一

歳

六

か

月

児

健

康

診

査

こ
の
時
期
は
、
特
に
身
体
、
精

神
共
に
発
達
が
著
し
く
、
自
立
の

心
も
め
ば
え
る
た
め
、
特
に
心
身

障
害
の
早
期
発
見
や
、
し
つ
け
、

栄
養
等
の
正
し
い
指
導
が
大
切
で

す
。
該
当
者
は
必
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

炉

」

会

�

 t

二
月
二
十
日
�
 (水
)

午
後
一
時
三
十
分
1
二

時
三
十
分

と
ニ
ろ

勝
浦
病
院

該
当
児

昭
和
五
十
八
年
六
月

一

一
一
月
二
十
七
日
(
水
)

午
後
二
時
�
 三
時

i

O※

健

康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
者

二
歳
�
 四
歳
未
満
の
子。

i

接
種
方
法

第

一
期
・
:
一か
月
ご

l
日
�
 八
月
三
十

一日
ま

で
に
生
れ
た
子
。

※料

と
に
三
因
。

第
二
期
:
・第

一
期
終

了
後
十
二
か
月
1
十

八
か
月
後
に

一
回
接

種
。

金

無

料

母
子
手
帳
と
、
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

月日 11寺 間 士妻j 所

3{，t羽
午前10時30分

-11時30分
坂本消防事務所2階� 

%附
午後�  l時30分

-3時
q-、けμJ ノL、~ ~ ~ 

%.(村
午後�  l時30分

-31侍
星谷集会所�  

診
査
内
容

・
歯
科
診
査

・
内
科

一
般
診
査
�
 

-
栄
養
及
び
保
健
指
導

※

母
子
手
帳
、
問
診
票
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

麻
疹
(
は
し
か
)
予
防
接
種

麻
疹
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種
は
、

月
二
十
八
日
ま
で
と
な
っ
て
い

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検

診

の

結

果

一
月
に
実
施
し
ま
し
た
検
診
の

結
果
は
、
受
診
者
四
百
十
五
人
で

そ
の
う
ち
五
十
一
人
の
要
精
密
者

の
か
た
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
か

た
達
に
は
す
で
に
通
知
し
ま
し
た

が
、
異
常
の
な
い
三
百
六
十
四
人

に
つ
い
て
は
、
通
知
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

巡
回
健
康
相
談

成
人
病
は
徐
々
に
し
の
び
よ
り

一一ま
す
の
で
、

二
歳
以
上
六
歳
未
満

で
麻
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い

子
及
び
予
防
接
種
を
つ
け
た
こ
と

の
な
い
子
は
、
お
は
や
め
に
お
受

と

き

夜間叙急当番表 巡回健康相談�  

2月18 山由医院�  3月19日 主務言語2診療所� 

G日 勝 浦 病 院 佃 湯浅医院�  

5日 上勝5i32診療所� 23日 勝浦病院�  

7日 湯浅医院�  25日 赤岩医院�  

9日 勝 潤 病 院 �  27日 勝浦病院

⑪日 赤岩医院�  29日 山西医院�  

13日 勝浦病院 Qj日 勝浦病院�  

15巳 山西医院�  4同2日 上勝第2診療所

。巴 勝 潟 病 院 �  4日 湯浅医院�  

198 上勝第2dt:療所� 6日 勝湾病院�  

21日 湯浅医院�  88 赤岩医院�  

238 勝浦病院�  10日 勝浦病院�  

25日 赤岩医院�  12巴 山西医院�  

278 勝浦病院 ⑬臼 勝浦 病 院 �  

3月1日 山西医院�  16日 主務第2s&療所 

③B 勝 浦 病 院 �  18日 湯浅 医 院 �  

58 上勝第2診療所� 20日 勝浦 病 院 �  

7巴 湯 浅 医 院 �  228 赤岩 医 院 �  

9日 勝 浦 病 院 �  24日 勝浦 病 院 �  

11日 赤岩医院�  268 山西医院�  

13日 勝 浦 病 院 ⑬巴 勝浦 病 院 �  

'15日 山西医院�  30日 上勝第2診療所

。日 勝浦病院

犬の被害が増えています� 2月定例l山配ごと相談
一飼い犬は必ずつないてくださいー

日時不用犬買い上げ日 2月 1日(金)

午前 10時~午後� 3時� 

人権・行政・厚生・福祉
2月 6酬点
2 月 20 日 ~J<) 場所住民福祉セ ンタ� -2階

成犬� 300円 (平日でも受付しておりますので)
小犬� 100円 お気軽にお問い合わせください

平日 午後6時~翌朝午前9時
休日 午後フ時~翌朝午前9時
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